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超少子高齢社会と地域包括ケア	 
 

唐澤	 剛さん（厚生労働省保険局長）	 

 

地域包括ケアシステムとは、介護が必要になって

も、住み慣れた地域で、その人らしい自立した生活

を送ることができるよう、住まいを中心に医療、介

護、予防、生活支援サービスを包括的かつ継続的に

提供するシステムである。 

地域包括ケアは、地域と各人の物語に根ざしたケ

アを提供する。また、利用者の視点から医療・介護

サービスが一体的に利用できる。 

「地域」とは、単なる場所を指すのではなく、

community-based を意味する。「物語」とは、

narrative-based であり、文字通りそれぞれの人の

人生の物語を尊重することを意味する。「包括」と

は、integrated care であり、一体的なサービスを

意味し、それは「生活者の視点に立つ」ものである。 

急性期医療は地域包括ケアシステムの重要な一

部であり、決して介護だけの問題ではない。在宅か

ら急性期、回復期、慢性期、介護そして再び在宅へ

と循環する医療介護提供体制を構築する必要があ

り、医療提供体制の再構築は地域包括ケアシステム

の創設と一体である。また、入院がフリーアクセス

の我が国では、地域包括ケアを作るのが「望ましい」

のではなく、「必ず」作らなければならない。 

地域包括ケアで最も重要なのは、「顔の見える関

係」であり、「連携」と同義である。それは、「多職

種協働による地域における総合的なチーム医療介

護」であり、地域の安心と信頼の基盤となるもので

ある。顔の見える関係づくりには、ケア会議が継続

して開催されている必要があり、医師の「懐の深い

ーダーシップ」が重要である。安心と信頼の基盤と

は、「サービス利用者が次のサービスステージの見

通しが立つ」ことを意味する。それは、医療難民や

介護難民の発生を防ぐ。 

地域包括ケアにおいて、在宅医療は大きな役割を

果たす。それは単なる訪問診療の延長にあるのでは

なく、超少子高齢社会における医療のあり方にかか

わる。在宅医療は、地域包括ケアシステムと本質的

な部分で深く関連している。 

未だ人類が経験したことのない超少子高齢社会

を乗り切る方法は、地域包括ケアシステム以外には

ない。それを作るにはいろいろな方法がある。共通

のビジョンの下に、自分の地域にあった方法で、ま

ちづくりとあわせて進めていく必要がある。 

 

再び	 地域包括ケアシステムとは	 

□地域包括ケアとは、サービスが連携して、利用者の視点から一体的に提供される状態 

□連携とは、サービス提供者間の顔の見える関係 

□顔の見える関係とは、多職種協働による地域における総合的なチーム医療介護であり、安心と信頼の基

盤となる 

□安心と信頼の基盤とは、サービス利用者が次のサービスステージの見通しがたつこと 

□地域包括ケアは、制度によってではなく、マネジメントによってつくられる 
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